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る
。
ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
は
、
農
協
ル
ー
ト

と
非
農
協
ル
ー
ト
の
二
方
面
作
戦
で
の
販

売
戦
略
を
立
て
て
い
る
よ
う
だ
。

農
業
現
場
で
「N

ile-T
19

」
が
受
け
入

れ
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
す
べ
て
は
ユ
ー
ザ

ー
た
る
農
業
者
が
決
め
る
こ
と
だ
。
彼
ら

が
判
断
す
る
の
は
、
価
格
と
性
能
に
加
え

て
、
精
密
農
業
な
り
ス
マ
ー
ト
農
業
に
対

す
る
受
容
度
に
あ
る
。
ま
ず
価
格
と
性
能

に
つ
い
て
カ
タ
ロ
グ･

ス
ペ
ッ
ク
や
メ
デ

ィ
ア
が
伝
え
た
情
報
な
ど
か
ら
分
析
、
次

い
で
ス
マ
ー
ト
農
業
が
抱
え
る
基
本
的
な

問
題
点
に
触
れ
て
み
た
い
。

ま
ず
価
格
。
同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

価
格
に
つ
い
て
の
記
述
は
何
も
な
い
。
３

月
19
日
付
け
農
業
協
同
組
合
新
聞
が
、
基

本
的
に
は
オ
ー
プ
ン
価
格
と
し
た
上
で
、

参
考
価
格
は
「
５
５
０
万
円
（
本
体
約
５

０
０
万
円
、
保
守
約
50
万
円
）」
と
伝
え

て
い
る
。
ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
は
、
製
品
カ

タ
ロ
グ
に
掲
載
し
た
「
基
本
セ
ッ
ト
」
に

保
守
費
用
を
含
め
た
価
格
と
説
明
。
セ
ッ

ト
の
中
身
は
次
の
通
り
だ
。

「
①
機
体
（
生
育
監
視
カ
メ
ラ
付
き
）
１

機
、
②
ド
ロ
ー
ン
用
バ
ッ
テ
リ
２
個
、
③

ド
ロ
ー
ン
用
バ
ッ
テ
リ
充
電
器
１
台
、
④

基
地
局
１
セ
ッ
ト
、⑤
測
量
機
１
セ
ッ
ト
、

⑥
基
地
局
＆
測
量
機
用
バ
ッ
テ
リ
２
個
、

⑦
基
地
局
＆
測
量
機
用
バ
ッ
テ
リ
充
電
器

１
台
、
⑧
操
縦
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
１
台
」

日
本
国
内
で
７
割
以
上
の
シ
ェ
ア
を
誇

る
中
国
Ｄ
Ｊ
Ｉ
製
農
業
向
け
ド
ロ
ー
ン

「A
GRA

S M
G-1

」
と
の
違
い
は
、
機
体

に
生
育
監
視
カ
メ
ラ
が
つ
い
て
い
る
こ

と
。
ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
が
売
り
物
と
す
る

生
育
診
断
や
収
穫
予
測
に
必
要
な
撮
影
の

た
め
だ
。
散
布
作
業
中
心
の
「A

G
R

A
S 

M
G

-1

」
は
、
一
般
的
に
は
、
ド
ロ
ー
ン

操
縦
の
講
習
費
用
を
含
め
て
税
込
み
２
４

０
万
円
程
度
で
販
売
さ
れ
て
い
る
。

単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
両
機
を

比
較
し
た
宮
城
県
内
の
農
業
関
係
者
は
、

「
機
体
の
完
成
度
は
圧
倒
的
に
Ｄ
Ｊ
Ｉ
製

に
軍
配
が
上
が
る
。
問
題
は
生
育
診
断
や

収
穫
予
測
の
機
能
を
ど
う
評
価
す
る
か

だ
」
と
感
想
を
漏
ら
す
。

次
い
で
性
能
面
。
精
密
農
業
の
実
現
を

う
た
っ
て
い
る
だ
け
に
、
や
は
り
測
位
精

度
が
気
に
な
る
。
機
体
の
完
成
度
を
測
る

尺
度
と
な
る
か
ら
だ
。
カ
タ
ロ
グ
に
は
、

「
±
２
㎝
の
水
平
位
置
精
度
と
±
５
㎝
の

高
度
精
度
」
と
い
う
記
述
。「N

ile-T
18

」

と
同
じ
ス
ペ
ッ
ク
だ
。
測
位
精
度
の
改
良

は
み
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
実
用
的
に
は
合

格
点
。
ち
な
み
に
Ｄ
Ｊ
Ｉ
製
「A

G
R

A
S 

M
G-1

」
は
、「
測
位
精
度
：
垂
直
方
向
１
・

５
㎝
、
水
平
方
向
１
・
０
㎝
」
だ
。

た
だ
ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
製
は
飛
行
中
の

危
険
回
避
と
い
う
点
で
問
題
を
抱
え
る
。

ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
が
「N

ile-T
19

」
の

出
荷
販
売
を
６
月
か
ら
始
め
た
。
同
社
が

掲
げ
る
「
精
密
農
業
」
実
現
に
向
け
た
量

産
化
モ
デ
ル
の
第
一
弾
と
な
る
ド
ロ
ー
ン

だ
。
ス
マ
ー
ト
農
業
実
現
を
目
指
す
Ｉ
Ｔ

ベ
ン
チ
ャ
ー
の
オ
プ
テ
ィ
ム
は
、
５
月
に

前
の
農
水
事
務
次
官
だ
っ
た
奥
原
正
明
氏

を
顧
問
格
で
迎
え
た
。
相
変
わ
ら
ず
ス
マ

ー
ト
農
業
や
ド
ロ
ー
ン
の
話
題
オ
ン
パ
レ

ー
ド
だ
。

「
精
密
農
業
」
は
農
業
現
場
で 

受
け
入
れ
ら
れ
る
か

ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
は
、「N

ile-T
19

」

を
ソ
ニ
ー
系
列
の
パ
ソ
コ
ン･

メ
ー
カ
ー

「V
A

IO

」（
長
野
県
安
曇
野
市
）
に
生
産

【プロフィール】
1947年大阪市生まれ。早稲田大学大学院法学研究科中退。農
業や農協問題について規制緩和と国際化の視点からの論文を
多数執筆している。主な著書に、『農協が倒産する日』（東洋
経済新報社）、『穀物メジャー』（共著／家の光協会）、『東京を
どうする、日本をどうする』（通産省八幡和男氏と共著／講談
社）、『新食糧法で日本のお米はこう変わる』（東洋経済新報社）
などがある。大阪府米穀小売商業組合、「明日の米穀店を考え
る研究会」各委員を歴任。会員制のFAX情報誌も発行している。

土門 剛 どもん　たけし

ま
だ
ま
だ
不
安
を
ぬ
ぐ
い
き
れ
な
い

ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
ス
マ
ー
ト
農
業

を
委
託
。
パ
ソ
コ
ン
業
界
メ
デ
ィ
ア
の

PC W
atch

は
、
５
月
27
日
付
け
で
生
産

に
つ
い
て
「
今
年
は
１
０
０
台
、
来
年
は

５
０
０
台
、
２
年
後
に
は
２
０
０
０
台
を

目
標
」
と
報
じ
て
い
る
。

注
目
す
べ
き
は
、
誰
が
「N

ile-T
19

」

の
ロ
ー
ン
チ･

カ
ス
タ
マ
ー
（
後
ろ
盾
と

な
る
顧
客
）
に
な
る
か
だ
。
現
時
点
で
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
販
売
元
締
め

役
が
、
全
農
と
住
友
商
事
の
２
社
。
ど
ち

ら
も
ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
へ
出
資
し
て
い
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「
完
全
自
動
飛
行
」
が
売
り
物
な
の
で
、

基
本
的
に
は
飛
行
前
に
設
定
し
た
飛
行
ル

ー
ト
を
自
動
飛
行
す
る
だ
け
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
操
縦
が
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る

こ
と
だ
。
飛
行
中
、
障
害
物
を
発
見
し
て

も
緊
急
停
止
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
。
ホ
バ

リ
ン
グ
す
る
の
か
地
上
に
墜
落
し
て
し
ま

う
の
か
、
と
て
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

「N
ile-T

18

」
の
フ
ラ
イ
ト
を
見
学
し
た

こ
と
の
あ
る
ユ
ー
ザ
ー
は
、
一
般
的
な
ド

ロ
ー
ン
の
よ
う
に
無
線
の
プ
ロ
ポ
セ
ッ
ト

に
よ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
操
縦
の
機
能
も
つ
け

た
方
が
、
よ
り
安
全
に
飛
ば
せ
る
と
指
摘

す
る
。そ
れ
で
な
く
て
も「N

ile-T
19

」は
、

バ
ッ
テ
リ
ー
を
含
め
た
機
体
重
量
が
18
㎏

（
Ｄ
Ｊ
Ｉ
製
の
ほ
ぼ
倍
）
も
あ
り
、
最
高

時
速
20
㎞
も
出
せ
る
だ
け
に
、
安
全
性
へ

の
配
慮
は
も
っ
と
あ
っ
て
然
る
べ
き
だ
。

最
後
に
「N

ile-T
19

」
に
よ
る
精
密
農

業
の
評
価
を
下
し
て
お
き
た
い
。
精
密
農

業
な
る
も
の
は
、
農
水
省
が
掲
げ
る
ス
マ

ー
ト
農
業
を
ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
流
に
言
い

換
え
た
も
の
で
内
容
は
ほ
ぼ
同
じ
。
ナ
イ

ル
ワ
ー
ク
ス
の
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
精
密

農
業
は
、「
圃
場
上
空
30
～
50
㎝
で
自
動

飛
行
さ
せ
る
だ
け
で
、
生
育
診
断
と
薬
剤

散
布
を
同
時
に
自
動
実
行
す
る
農
業
ス
タ

イ
ル
を
実
現
」（
カ
タ
ロ
グ
）
を
目
指
し

た
の
だ
。

首
を
傾
げ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
ド
ロ

ー
ン
が
「
１
株
単
位
の
生
育
履
歴
、
作
業

履
歴
の
管
理
を
目
指
し
ま
す
」「
最
大
８

リ
ッ
ト
ル
の
薬
剤
を
搭
載
、
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
あ
た
り
15
分
で
散
布
で
き
ま
す
」（
同
）

と
う
た
っ
て
い
る
点
だ
。

「
１
株
単
位
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
ど
う
し

て
も
引
っ
か
か
る
。
こ
れ
が
稲
作
現
場
で

求
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
は
趣
味
の
領
域
に

入
り
込
ん
で
し
ま
う
よ
う
な
議
論
に
な
っ

て
し
ま
う
。
そ
れ
よ
り
客
観
的
に
そ
れ
が

可
能
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
私
見
の
表
明

に
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

総
重
量
18
㎏
も
あ
る
「N

ile-T
19

」
は
、

直
径
26
イ
ン
チ
の
プ
ロ
ペ
ラ
８
枚
で
飛
行

す
る
。
ち
な
み
に
Ｄ
Ｊ
Ｉ
製
「A

G
R

A
S 

M
G

-1

」
は
、
プ
ロ
ペ
ラ
の
枚
数
こ
そ
同

じ
だ
が
直
径
21
イ
ン
チ
を
使
用
。
26
イ
ン

チ
の
プ
ロ
ペ
ラ
が
回
転
し
た
と
き
の
ダ
ウ

ン･

ウ
ォ
ッ
シ
ュ
、
つ
ま
り
吹
き
下
ろ
し

の
風
は
、
か
な
り
強
い
も
の
が
あ
る
。

圃
場
上
空
30
～
50
㎝
の
高
さ
か
ら
ド
ロ

ー
ン
の
カ
メ
ラ
が
撮
影
で
き
る
の
は
、
ダ

ウ
ン･

ウ
ォ
ッ
シ
ュ
の
影
響
で
稲
の
一
部

分
の
み
。
そ
れ
も
撮
影
対
象
が
大
き
く
揺

ら
ぐ
の
で
正
確
な
生
育
診
断
に
耐
え
ら
れ

る
よ
う
な
画
像
を
撮
影
す
る
こ
と
は
か
な

り
厳
し
い
と
思
う
。

プ
ロ
の
生
産
者
が
生
育
診
断
す
る
場

合
、
葉
の
表
面
に
現
れ
て
く
る
１
㎜
未
満

の
色
の
変
化
な
ど
で
異
変
を
観
察
で
見
つ

け
る
。ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
た
生
育
診
断
も
、

そ
れ
と
同
レ
ベ
ル
が
求
め
ら
れ
る
。所
詮
、

植
物
を
相
手
に
し
た
場
合
、
人
間
の
観
察

力
に
叶
う
も
の
は
な
い
の
だ
。

農
水
前
次
官
を
顧
問
に 

招
聘
す
る
Ｉ
Ｔ
の
本
気
度

５
月
17
日
付
け
農
業
協
同
組
合
新
聞
が

「
奥
原
前
次
官
Ｉ
Ｔ
企
業
の
オ
プ
テ
ィ
ム

が
招
聘
」
と
報
じ
た
。
招
聘
と
い
っ
て
も

「
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」、
日

本
語
訳
な
ら
相
談
役
か
顧
問
の
こ
と
だ
。

年
３
回
、
オ
プ
テ
ィ
ム
の
経
営
諮
問
委
員

会
に
顔
を
出
す
程
度
の
腰
掛
け
的
ポ
ス
ト

だ
。
こ
の
記
事
を
目
に
し
た
と
き
、
正
直

な
と
こ
ろ
、
ど
う
し
て
オ
プ
テ
ィ
ム
だ
っ

た
の
か
と
思
い
を
巡
ら
し
た
。

東
京
都
港
区
に
本
社
、
佐
賀
市
に
本
店

を
置
く
オ
プ
テ
ィ
ム
は
、
れ
っ
き
と
し
た

東
証
第
一
部
の
上
場
企
業
だ
。
最
近
は
、

ス
マ
ー
ト
農
業
を
切
り
札
に
し
た
メ
デ
ィ

ア
露
出
度
の
高
い
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
も

あ
る
。
ス
マ
ー
ト
農
業
は
奥
原
氏
が
農
協

改
革
と
同
じ
ぐ
ら
い
に
力
を
入
れ
て
取
り

組
ん
だ
政
策
だ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
奥
原

氏
が
オ
プ
テ
ィ
ム
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
就
任
は
納
得
で
き
る
話
で
は

あ
る
。

奥
原
氏
に
声
を
か
け
た
創
業
者
で
代
表

取
締
役
社
長
の
菅
谷
俊
二
氏
の
人
物
紹
介

を
し
て
お
き
た
い
。
ネ
ッ
ト
上
の
「
Ｃ
Ｅ

Ｏ
社
長
情
報
」
を
拝
借
し
た
。

「
１
９
７
６
年
兵
庫
県
生
ま
れ
。
佐
賀
大

学
農
学
部
卒
。
大
学
在
学
中
の
２
０
０
０

年
に
『
第
１
回
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー

プ
ン
』
に
て
『
孫
正
義
賞
』
を
受
賞
。
同

年
、
株
式
会
社
オ
プ
テ
ィ
ム
を
創
業
。
14

年
『
第
40
回
経
済
界
大
賞
発
表
』
に
て
ベ

ン
チ
ャ
ー
経
営
賞
を
受
賞
」

ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
申
し
子
の
よ
う
な

立
派
な
経
歴
だ
。
オ
プ
テ
ィ
ム
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
関
係
の
周
辺
技
術
に
強
く
特
許

を
い
く
つ
も
取
得
し
た
こ
と
で
急
成
長
。

ス
マ
ー
ト
農
業
な
る
も
の
が
話
題
に
な

る
の
が
、
農
水
省
に
よ
る
「
ス
マ
ー
ト
農

業
の
実
現
に
向
け
た
研
究
会
」
が
発
足
す

る
13
年
11
月
だ
。
菅
谷
氏
が
飛
び
つ
く
の

は
、「
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
や
過
去
の
生
産

デ
ー
タ
の
活
用
等
デ
ー
タ
を
基
に
し
た
き

め
細
か
な
栽
培
管
理
（
精
密
農
業
）」
の

展
開
に
期
待
を
寄
せ
た
か
ら
だ
。

ま
ず
は
地
元
で
実
現
と
い
う
こ
と
で
、

15
年
８
月
、
佐
賀
大
農
学
部
、
佐
賀
県
農

林
水
産
部
と
Ｉ
Ｔ
農
業
に
お
け
る
三
者
連

携
協
定
を
結
ん
だ
。

「
佐
賀
県
が
保
有
す
る
農
業
試
験
研
究
機

関
の
圃
場
、
お
よ
び
、
佐
賀
大
学
が
保
有

す
る
圃
場
の
全
て
に
お
い
て
、ド
ロ
ー
ン
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
、ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
端
末
を
活
用
し
、

あ
ら
ゆ
る
デ
ー
タ
を
ク
ラ
ウ
ド
に
蓄
積
し

ま
す
。
ド
ロ
ー
ン
活
用
に
お
い
て
は
、
上

空
か
ら
農
地
を
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ

し
、
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
解
析
サ
ー
ビ
ス
『SkySight

』
に

て
デ
ー
タ
の
蓄
積
を
行
い
、
蓄
積
さ
れ
た

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
解
析
し
て
病
害
虫
の
早

期
発
見
や
生
育
管
理
を
手
軽
に
行
え
る
よ

う
に
な
る
こ
と
で
、
人
材
不
足
の
解
決
と
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ス
で
は
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
Ｃ
Ｓ

Ｒ
活
動
（
企
業
の
社
会
的
責
任
）
と
し
か

思
え
な
い
。

自
前
の
ド
ロ
ー
ン
す
ら
用
意
で
き
ぬ
オ

プ
テ
ィ
ム
が
、
18
年
８
月
か
ら
「
ド
ロ
ー

ン
パ
イ
ロ
ッ
ト
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
何
の
こ
と
は

な
い
、ド
ロ
ー
ン
操
縦
者
の
人
材
派
遣
だ
。

無
料
か
と
思
っ
て
い
た
ら
有
料
ら
し
い
。

「
農
薬
散
布
防
除
サ
ー
ビ
ス
」
な
る
サ
イ

ト
に
は
、「
お
試
し
20
ａ（
２
反
）
散
布
無

料
」
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
目
に
入
っ
て

き
た
。

ド
ロ
ー
ン
は
、
農
薬
や
肥
料
な
ど
を
散

布
す
る
の
に
適
し
た
ツ
ー
ル
だ
。
そ
れ
が

証
拠
に
ラ
ジ
ヘ
リ
に
よ
る
散
布
作
業
に
取

っ
て
代
わ
り
つ
つ
あ
る
。
ド
ロ
ー
ン
に
よ

る
ス
マ
ー
ト
農
業
や
精
密
農
業
の
実
現

は
、
決
し
て
見
果
て
ぬ
夢
と
は
言
う
つ
も

り
は
な
い
が
、
こ
こ
は
ま
ず
散
布
作
業
で

足
下
を
し
っ
か
り
と
固
め
る
こ
と
が
先
決

問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

【
前
月
号
の
訂
正
】
49
ペ
ー
ジ
、
ナ
イ
ル
ワ
ー

ク
ス
製
ド
ロ
ー
ン
「N

ile-T
18

」
の
測
位
精
度

に
つ
い
て
の
記
述
部
分
。
測
位
精
度
が
カ
タ
ロ

グ･

ス
ペ
ッ
ク
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
と
書
い

た
が
、そ
の
後
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
ス
ペ
ッ
ク
」

欄
で
は
な
く
、「
機
体
の
特
長
」
の
「
②
高
精

度
飛
行
」
と
い
う
項
目
に
「
±
２
㎝
の
水
平
位

置
精
度
と
±
５
㎝
の
高
度
精
度
」
と
い
う
説
明

が
あ
っ
た
。
よ
く
確
認
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら

起
き
た
間
違
い
。
お
詫
び
し
て
訂
正
す
る
。

般
的
に
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
カ
バ
ー
で

保
護
す
る
も
の
だ
。
ド
ロ
ー
ン
大
国･

中

国
か
ら
パ
ー
ツ
を
買
い
集
め
て
自
作
し
た

よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ
も
や
っ
つ
け
仕
事

み
た
い
な
印
象
を
受
け
て
し
ま
っ
た
。

も
う
一
つ
の
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
は
、
菅
谷

氏
の
辻
褄
の
合
わ
ぬ
発
言
で
あ
る
。
３
月

12
日
付
け
週
刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
誌
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
が
極
め
つ
け
だ
。「
ド
ロ
ー
ン

で
無
農
薬
栽
培
を
推
進
、
従
来
の
有
機
農

業
の
15
倍
市
場
を
創
る
」
と
ド
派
手
な
見

出
し
で
、
菅
谷
氏
が
オ
プ
テ
ィ
ム
の
農
業

ビ
ジ
ネ
ス
の
モ
デ
ル
を
熱
っ
ぽ
く
語
っ
て

い
た
。

「
昨
年
、（
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
）
コ
メ

を
２
０
０
ト
ン
作
り
ま
し
た
。
生
産
者
は

当
初
、
疑
心
暗
鬼
で
し
た
。（
ド
ロ
ー
ン

に
搭
載
し
た
）
Ａ
Ｉ
が
『
こ
こ
は
農
薬
を

撒
か
な
く
て
い
い
」
と
判
断
す
る
と
、
私

た
ち
も
驚
き
ま
す
が
、
生
産
者
は
も
っ
と

び
っ
く
り
す
る
。
そ
れ
ま
で
農
薬
を
撒
か

な
い
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
今

回
、
無
農
薬
や
減
農
薬
栽
培
に
成
功
し
た

の
で
、
信
頼
し
て
も
ら
え
た
と
自
負
し
て

い
ま
す
。
生
産
者
に
は
ド
ロ
ー
ン
や
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
農
薬
散
布
技
術
を
無
料
で
使
っ

て
も
ら
い
、
で
き
た
農
産
物
は
当
社
が
市

場
価
格
で
買
い
取
り
ま
す
」

こ
の
記
事
を
目
に
し
た
と
き
、
ど
う
論

評
し
た
ら
よ
い
も
の
か
、
ず
い
ぶ
ん
思
案

し
た
が
、「
支
離
滅
裂
」
と
い
う
文
言
し

か
思
い
つ
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
ビ
ジ
ネ

（
同
１
０
０
％
）
だ
っ
た
。
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
「
効
果
な
し
」
と
判
定
し
た
。

オ
プ
テ
ィ
ム
「
ス
マ
ー
ト
農
業
」
で
最

大
の
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
点
は
、
ド
ロ
ー
ン

で
ス
マ
ー
ト
農
業
の
実
現
と
菅
谷
社
長
自

ら
ア
ド
バ
ル
ー
ン
を
ぶ
ち
上
げ
な
が
ら
、

肝
心
の
ド
ロ
ー
ン
を
発
売
す
る
と
い
う
ニ

ュ
ー
ス
が
い
つ
に
な
っ
て
も
出
て
こ
な
い

こ
と
だ
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
ド
ロ
ー
ン

の
機
体
を
紹
介
し
た
サ
イ
ト
は
な
い
。
厚

か
ま
し
い
の
に
も
ほ
ど
が
あ
る
と
い
う
の

は
、
メ
ー
カ
ー
名
不
明
の
「
オ
プ
テ
ィ
ム

ア
グ
リ
ド
ロ
ー
ン
」
の
デ
モ
フ
ラ
イ
ト
を

Y
ouT

ube

に
い
ま
で
も
ア
ッ
プ
し
て
い

る
こ
と
だ
。

そ
のY

ouT
ube

の
動
画
を
分
析
し
て

気
が
つ
い
た
点
が
い
く
つ
か
あ
る
。
機
体

を
目
に
し
た
瞬
間
、
何
じ
ゃ
こ
れ
は
と
思

っ
て
し
ま
っ
た
。
機
体
後
部
に
装
着
し
た

レ
ー
ダ
ー
奥
に
「N

A
ZA

」
と
い
う
ロ
ゴ

が
つ
い
た
オ
レ
ン
ジ
色
の
四
角
い
パ
ー

ツ
、
Ｄ
Ｊ
Ｉ
製
フ
ラ
イ
ト･

コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
だ
。
Ｄ
Ｊ
Ｉ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
通

販
サ
イ
ト
が
あ
り
１
個
２
万
円
で
購
入
で

き
る
も
の
だ
。

貧
相
な
造
り
に
は
た
ま
げ
た
。
と
く
に

液
剤
散
布
装
置
。
通
常
、
ド
ロ
ー
ン
の
液

剤
散
布
装
置
の
噴
射
ノ
ズ
ル
の
数
は
４
つ

な
の
に
、
オ
プ
テ
ィ
ム
ア
グ
リ
ド
ロ
ー
ン

は
、
ど
う
み
て
も
一
つ
し
か
目
に
入
っ
て

こ
な
い
。
薬
剤
タ
ン
ク
か
ら
ノ
ズ
ル
へ
の

ビ
ニ
ー
ル･

チ
ュ
ー
ブ
は
裸
の
状
態
。
一

効
率
的
な
農
作
業
（
施
肥
、
雑
草
・
害
虫
・

鳥
獣
害
防
除
、
収
穫
）
を
目
指
し
、
研
究
・

実
践
し
て
い
き
、
世
界
Ｎ
ｏ
・
１
農
業
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
地
域
を
目
指
し
ま
す
」（
プ

レ
ス
リ
リ
ー
ス
）

オ
プ
テ
ィ
ム「
ス
マ
ー
ト
農
業
」 

の
ミ
ス
テ
リ
ア
ス
な
部
分

三
者
連
携
協
定
の
効
果
は
い
か
に
。
野

次
馬
的
興
味
か
ら
も
検
証
し
て
お
き
た

い
。
材
料
は
生
産
量
で
北
海
道
に
次
い
で

全
国
２
位
の
タ
マ
ネ
ギ
だ
。
皮
肉
に
も
協

定
締
結
の
翌
年
（
16
年
）、
ベ
と
病
大
発

生
で
佐
賀
産
タ
マ
ネ
ギ
は
壊
滅
的
な
影
響

を
受
け
、
前
年
比
７
割
減
と
い
う
記
録
的

な
不
作
に
見
舞
わ
れ
た
。
ス
マ
ー
ト
農
業

の
ビ
フ
ォ
ー
＆
ア
フ
タ
ー
を
検
証
す
る
材

料
と
し
て
は
、こ
れ
以
上
の
も
の
は
な
い
。

三
者
連
携
協
定
か
ら
４
年
近
く
経
過
。

そ
の
効
果
の
ほ
ど
は
と
思
い
、
佐
賀
県
農

業
技
術
防
除
セ
ン
タ
ー
の
サ
イ
ト
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
た
。
残
念
な
が
ら
「
世
界
Ｎ

ｏ
・
１
農
業
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
地
域
」
は
、

か
け
声
だ
け
で
終
わ
っ
て
い
た
。

こ
と
し
４
月
に
同
セ
ン
タ
ー
が
公
表
し

た
「
病
虫
害
対
策
」
な
る
資
料
に
は
、
16

年
ほ
ど
で
な
い
に
し
て
も
、
ベ
と
病
が
発

生
し
た
圃
場
は
、

マ
ル
チ
栽
培
で
44

％
（
16
年
は
１
０

０
％
）、
無
マ
ル

チ
栽
培
で
80
％


